（ナシ） by 山本謙治 & やまもとけんじ
43
〔研究ノート〕
Ⅰ　はじめに
　西安碑林博物館は1993年に陝西省博物館の石
刻部門が独立したもので，その館蔵品は，碑石
435種，墓誌1069種，線刻画70種，経幢29種，
画像石105種，造像448種，その他石刻274種の
計2430種，3300余石に及んでいる１）。西安碑林
の起源は北宋元祐２年（1087）とされ，2007年
10月に920周年を祝う記念式典および国際学術
研討会が開催されたが，碑林碑誌の銘文は中国
でははやくより金石史料として歴史研究，書法
研究の対象とされてきた。日本においても1900
年代初頭より西安碑林の研究が始められたが，
これまで日中両国において碑誌に施された装飾
文様が研究対象となされたことはほとんどなか
ったといってよい。しかし西安碑林の碑誌の大
半には多種多様な装飾文様が施され，それらの
多くはいずれも紀年銘を有した基準作として，
東アジア造形史において極めて重要な意味をも
っている。こうした学術的価値を踏まえ，2007
年３月，阪南大学産業経済研究所（東アジア歴
史文化研究所）は西安碑林博物館と国際学術共
同研究協定を締結し，『碑林博物館所蔵碑刻装
飾文様集成』の刊行を目指すこととなった２）。
　2007年８月，同書に収録すべき作品を選別す
るために，第１回目の調査をおこなった。2006
年に刊行された碑林博物館所蔵目録である『西
安碑林博物館蔵碑刻総目提要』３）によると，西
安碑林博物館には碑石557石，墓誌（蓋を含む）
1152石，計1079石が所蔵されている。同目録に
は碑誌に施された装飾文様の有無が注記されて
いるが，それによると唐代以前の碑誌におい
て，彫飾文様があるものは碑石27石，墓誌（蓋
を含む）415石の計442石となる。現在，碑林博
物館では第１～７展示室と第１～６廊に約200
余石の碑誌が展示されているが，今回の調査に
おいて，第２・第３展示室の唐代以前の碑誌で
は，碑石30石，墓誌11石，墓誌蓋24石，計65石
に彫飾文様を確認することができた。したがっ
て『提要』の442石という数字に基づけば，残
り377石ほどが収蔵庫に保管されていることに
なる。展示碑誌に関しては，作柄や保存状況が
悪く史料価値の乏しいものを除くと，碑石25石
（北宋２石を含む），墓誌８石，墓誌蓋13石が基
図１　西安碑林碑石彫飾文様所在図
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準作例として研究対象とすべきものであるが，
本稿ではこのうちの碑石（図１・表１）につい
て，概要を報告しておく。
Ⅱ　碑側装飾空間の空間分割
　今回の調査で特に興味深かったのは，三蔵聖
教序碑（672），三墳記碑（767），篆書千字序碑
（967）の３作例である。これらの作品はこれま
で日本で紹介ないし問題化されることはなかっ
たように思うが，その理由のひとつはこれらの
モティーフが植物系ではなかったためであろ
う。後述のように従来の文様史研究は文様化の
題材としてのモティーフ研究が中心であり，そ
表１　西安碑林碑石碑側彫飾文様一覧
王 年 碑 並行 人物
朝 号 左右 縦線 単独 相対 菩薩
左 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○
右 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○
左 ○ 過渡的植物系 ○
右
左 ○ 抽象化系
右 ○ 抽象化系 ○ ○
左 ○ 抽象化系 ○ ○
右 ○ 抽象化系 ○ ○
627 左 ○ 抽象化系 ○ ○
649 右
左 ○ 過渡的植物系 ○ ○
右 ○ 過渡的植物系 ○ ○
左 ○ 植物系 ○ ○ ○
右 ○ 植物系 ○ ○ ○
左 ○ 抽象化系 ○ ○ ○
右 ○ 抽象化系 ○ ○ ○
左 ○ 動物系 ○ ○ ○
右 ○ 動物系 ○ ○ ○
左 ○ 植物系 ○ ○ ○
右 ○ 植物系 ○ ○ ○
左 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
右 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
左 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
右 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
左 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○
右 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○
左 ○ 植物系 ○ ○
右 ○ 植物系 ○ ○
左 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○
右 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○
左 ○ 動物系 ○ ○ ○
右 ○ 動物系 ○ ○ ○
左 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
右 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○ ○ ○
左
右 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○
左 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○ ○
右 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○ ○
左 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○ ○
右 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○ ○
左 植物系 ○ ○
右 植物系 ○ ○
左 ○ ○ 動物系 ○ ○ ○
篆書千字序碑 乾徳 右 ○ ○ 動物系 ○ ○ ○
周 植物系
左 植物系 ○ ○ ○ ○
折継閔神道碑 右 植物系 ○ ○ ○ ○
周 植物系
石台孝経 唐 天宝 4 745 四周 ○ 植物系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
系統
植物系
Ｃ字・Ｓ字
半Ｃ字形
貞観 23
獣
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れも植物系モティーフに偏る傾向が強いため，
モティーフ系統が異なると見過ごされてしまう
ことが多い４）。この３作例はモティーフ系統か
らすれば龍を中心とした動物系モティーフであ
るが，これらの作例で問題化すべきは，モティ
ーフよりもむしろ空間分割に見られる特色であ
る。
　碑林展示碑石25石では，石台孝経（745）と
浄域寺大慶法蔵禅師塔銘（716）の２石を除い
た23石が，碑側縦長の長方形空間を施文空間と
している。これら縦長装飾空間の分割は〈並行
縦線〉と〈波状曲線〉によって分割される２通
りがあるが，前者はここにあげた３作例のみで
ある。後者は主軸が波状曲線をなすもので，波
状曲線が１本の場合（単独波状曲線）と，向き
合った２本の波状曲線の場合（相対波状曲線）
がある。
　従来の文様史研究では，研究対象が文様のみ
に限定され，その文様が施される場所，つまり
装飾空間に対する関心は希薄であった。しかし
文様史における重要課題の一つは〈装飾空間と
文様の関係〉でなければならない。なぜなら文
様のモティーフ研究では，地域や時代を通して
個々の文様の連続性を追うことはできても，人
間が特定の空間をいかに形づくり，いかに装飾
するかという，美術史の根底問題である造形力
や造形原理については理解することができない
からである。個々の文様を考える前提として
は，第一に，その文様がどのような形の空間に
配置構成されるかという装飾の場を考える必要
がある。当然ながら表現されるものは表現の場
によってその形が限界づけられる。文様という
装飾も，それがいかなる形の空間に施されるか
によって，自ずとその形や構成が変化する。文
様は具体的な作品や具体的な装飾の場から切り
離して考えることはできない。文様あるいはそ
のモティーフだけを切り離して問題とすると
き，すでに造形としての文様の意味は失われて
いる。さらに装飾空間から切り離して文様を分
析しても，それは単に類型の集成としかならな
い。文様史は個別文様の類型の歴史ではなく，
空間装飾の歴史として意味づけられねばならな
い。またこうした〈装飾空間の形〉とともに，
その装飾空間がどのように〈空間分割〉されて
いるかが問題化される必要がある。〈空間分割〉
は文様を配置構成する前段階の作業であり，ど
のように空間を区分していくかに時代性や地域
性を見出すことができる。〈空間分割〉は，個
別文様とは無関係な線で，多くは幾何的に区分
される場合と，植物文様の茎のように，文様を
構成する一部によって分割される場合がある。
　装飾空間に対して文様がいかに造形化される
かという視点より文様史研究をおこなう場合，
その研究方法としては，従来のように文様作例
をモティーフ別に収集するのではなく，同形の
装飾空間に施された文様作例を収集して比較検
討する必要がある。碑林文様の場合，碑石の主
要施文空間は左右の碑側であり，これは１～３
ｍ程度の縦長の長方形空間である。また墓誌・
墓誌蓋では上面と側面が横長の長方形，殺面が
台形というように，装飾空間は限定された同形
のものであるため，上述の視点より造形的に文
様史研究をおこなうには最適の作例群だといえ
る。
１．並行縦線による空間分割
　２本の並行縦線により装飾空間を分割する３
作例のうち，三墳記碑は施文面の残存状態がよ
くないので，ここでは三蔵聖教序碑と篆書千字
序碑の２作品をみてみる。
【三蔵聖教序碑（672）】
　これは並行縦線分割をおこなう作例の初期典
型作と考えてよいであろう（図２）。上下端に
配置された獣面の間を２本の並行する縦線で分
割し，縦線は中央よりやや上方でＸ字形（Ａ）
に交差する。また下端獣面とＸ字形の中央を一
本の横線（Ｂ）で区切るが，この横線の区分は
上半分には見られず，造形的な分割意図は判断
し難い５）。
　文様配置は２本の縦線に左右対称に３つの動
物文を絡ませた構成となる。下端獣面の上方に
龍①，Ｘ字形交差部の上に龍②，上端獣面の下
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図２　並行縦線による空間分割
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方に嘴をもった鳥③と，３つの頭部が確認でき
るが，これらの配置構成に明瞭な規則性は見出
せない。
　装飾面全体が無数に渦を巻く複雑な曲線で埋
め尽くされているため，単位文様ないし複合文
様を抽出するのは難しい。細部写真より左縦線
に絡みついた２匹の龍①と龍②を抜き出して文
様構造をみてみると（図３），２匹とも目・口・
角の頭部と脚１本は具体性があるが，それ以外
は小さな渦巻きをつけたＣ字形，Ｓ字形，火炎
形といった具体性のない多数の文様要素を，体
部基本曲線の周囲に加算していくもので，これ
らの文様要素は形も組み合わせ方も一定ではな
く，規則性は見られない。こうした文様要素の
形は，漢代以来の雲気文，流雲文に由来するも
のであろうが，７世紀後半にいたるまでそれが
根強く連続していることは注目される。
【篆書千字序碑（967）】
　上記の三蔵聖教序碑が龍モティーフ系統の原
初的な典型作例であるとすれば，この篆書千字
序碑は原初的な不規則性を排除し，完璧な規則
性をもって図案化をなした典型作例といえる。
この空間分割も上下端の獣面の間を２本の並行
する縦線で分割するものであるが，縦線は均等
に区分された４箇所（A～Ｄ）でＸ字形に交差
する（図２）。上下端の獣面の間はさらに２本
の相対波状曲線が刻まれる。相対波状曲線は４
箇所のＸ字形交差部分（A～Ｄ）に小さめの紡
錘形空間（①～④），ふたつのＸ字形の中間部
分に大きめの紡錘形空間（⑤～⑦）をつくる。
前者①～④の紡錘形内では，Ｘ字形の交差点を
円環で囲み，上下左右に４つの文様要素を充填
する。後者⑤～⑦の紡錘形内には，波状曲線の
上方から反転して入った曲線の先に，Ｃ字形を
二段に重ねた単位文様が左右対称に配置され
る。この単位文様は次に述べる非動植物系モテ
ィーフの李愍碑のものと同形である。
　左右の縦線の外側にはそれぞれ４つの龍（⒜
～⒟と⒠～⒣）が配置される。いずれもＸ字形
交差部分に頭部を配置し，体部は⑤～⑦の紡錘
形を囲むが，最下端の⒟と⒣だけは頭部のみと
図３　三蔵聖教序碑龍文様配置構成
頭部
脚部
頭部
脚部
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なる。⒜～⒣はそれぞれ左右を反転させて対応
させるものであるが，龍の体部の文様構造は，
三蔵聖教序碑のような複雑な自由構造ではな
く，いくつかの共通する単純な文様要素を規則
的に組み合わせたものである。
　この篆書千字序碑では，空間分割，配置構
成，文様構造，いずれも明確な規則性で反復さ
れていて，ひとつの完成された文様図案となっ
ている。10世紀後半という制作年代を認めるな
らば，龍を題材とした動物系モティーフの並行
縦線分割の構図と，次に述べる抽象的非動植物
系モティーフの相対波状曲線分割の構図，この
２ついずれをも熟知した上で，両者を組み合わ
せて図案化したものと考えるべきものであろ
う。
２．波状曲線による空間分割
　碑林碑石23作例の装飾空間分割では，１本の
波状曲線（単独波状曲線）による分割が５例，
２本の相対する波状曲線（相対波状曲線）によ
る分割が13例ある。単独波状曲線であれ，相対
波状曲線であれ，個々の文様を波状曲線で連続
させる文様配置形式は〈唐草〉と呼ばれてい
る。〈唐草〉とは形式語であり，これにモティ
ーフ語を結合させて，雲唐草，龍唐草，忍冬唐
草，パルメット唐草，蓮花唐草，葡萄唐草など
といわれている６）。連続させる文様モティーフ
が地域によって異なるにしろ，唐草はギリシ
ャ・西アジア・インド・中国において文様展開
の初期から見られるものである。ただ横長の帯
状装飾空間においては単独波状曲線が主流であ
り，相対波状曲線は作例が少ないように思われ
る。
　長広敏雄は「唐草文様の展開」７）で，雲岡石
窟の唐草文様を，連続波状唐草・三弁連接文・
団華状唐草の３種に分けて紹介している。長広
はこの連続波状唐草に関して，横帯の唐草とし
て単独波状曲線の作例を３例紹介し，その縦形
の応用文様として，第10洞前室北壁仏龕側柱と
第19洞大仏胸衣にみられる相対波状曲線唐草の
２例をあげている。相対波状曲線唐草が単独波
状曲線唐草の応用であったかどうかは定かでは
ないが，少なくとも５世紀の段階で両者が併存
していたことは確かなようである。
　碑林碑石23例の場合，７世紀では，単独波状
曲線は孔子廟堂碑（626）１例のみなのに対し
て，相対波状曲線は智該法師碑（639）・于孝顕
碑（640）・李愍碑（649）・道徳寺碑（658）・同
州三蔵聖教序碑（663）・道因法師碑（663）（図
４）と全13例中の７例が集中している。相対・
単独波状曲線のいずれも８世紀は３例，９世紀
は２例である。
　興味深いのは，単独波状曲線５例がすべて完
全な植物系モティーフであるのに対して，７世
紀の相対波状曲線７例では，抽象化モティーフ
系が４例，植物系モティーフでも抽象化モティ
ーフから植物系への過渡的なものと思えるもの
が２例で，純粋な植物系モティーフは１例しか
ない。８，９世紀の相対波状曲線５例はすべて
純粋な植物系モティーフである。
　このように見てくると，縦形装飾空間の場合
は，相対波状曲線から単独波状曲線へと簡略化
されていく造形展開があり，しかも相対波状曲
線の原形は動物系モティーフの並行縦線と関連
があるのではないかと思われるのであるが，こ
うした推測はあくまで碑林碑石23例の中でのみ
考え得ることであり，今後の重要な課題のひと
つである。
　また，８・９世紀の植物系モティーフ作例を
みると，相対波状曲線と単独波状曲線の分割と
もに５例を数える。相対波状曲線による空間分
割は規則性が強く自由度の少ないもので，それ
だけ伝統性の強いものといえようが，この種の
ものは興福寺残碑（721）や図４の隆闡法師碑
（743）をへて，碑林作例では恵堅禅師碑（806）
まで続いており，８世紀の基本形式であったと
考えてよいであろう。
　単独波状曲線による空間分割は初期の適例が
ないが，図４の大智禅師碑（736）では，単位
文様は写生的，絵画性が強いにもかかわらず，
波状曲線による空間分割と配置構成は規則性が
強く残されている。これに対して梁守謙碑
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道因法師碑 隆闡法師碑 恵堅禅師碑 大智禅師碑
図４　相対波状曲線と単独波状曲線による空間分割
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（822），玄秘塔碑（841）などは，波状曲線をつ
くる茎が，単位文様である花や葉の下に隠され
て，規則的な空間分割は意識されなくなる。
Ⅲ　碑側彫飾文様のモティーフ系統
　芸術用語としての motifには，表現活動の
〈主題・主調〉という意味と，創作の〈動機・
動因〉となる作者の内的衝動という二種の意味
がある。文様史においても motifという語は
〈主題〉と〈動因〉８）という二つの意味に使い
分ける必要があるが，文様の場合は〈主題〉と
いうよりも，文様化された対象物を単純に示す
意味として〈題材〉という言葉を用いたほうが
適切であろう。
　従来の文様史研究では，まず文様が何を〈題
材〉としたものであるかを判別し，次にその
〈題材〉を系統別に分類するのが一般的な手順
であったが，こうした分類は〈単純分類〉と
〈系統分類〉といった区分ができるだろう。〈単
純分類〉とは単に文様の題材を弁別することで
あり，〈系統分類〉とは弁別した題材を，動物・
植物などの生物的形象，雲・日月・水波などの
自然形象，円形・三角形・Ｃ字形などの幾何学
的形象など，系統別に分類することである。両
者いずれの分類にせよ，文様モティーフの分類
作業は，文様の造形性を比較検討するにあたっ
て同一題材の文様作例を選別するという，造形
比較のための前提作業というべきものであるべ
きであるが，従来の研究ではこの点が自覚され
ず，結果として文様研究が単に同じ題材の文様
を列挙していくだけの文様集成で終わってしま
うことが多い９）。
　こうしたことを防ぐには，題材を単純に植物
系，動物系，幾何学系などに割り振った〈系統
分類〉ではなく，個別文様の文様構造を造形的
に分析したうえでのモティーフの〈系統化〉が
おこなわれなければならない。この造形的なモ
ティーフの〈系統化〉については，次の３点が
課題とされなければならないが，これらは段階
的に処理していくものではなく，並行して考え
られねばならないものである。
① 同じ題材の文様がどのように形を変化させて
展開したかを系統化する。これは例えば，龍
を題材とした文様が，その単位文様の配置構
成や文様構造をどのように変化させ，どのよ
うなバリエーションを生み出したかを明らか
にすることである。
② 複数の題材間での影響・生成関係を系統化す
る。これは例えば，動物系と植物系の題材が
融合して，別の題材を生み出す。あるいは同
じ植物系の題材で，柘榴と牡丹が融合して，
実在しない別の植物系題材となるといった造
形展開を明らかにすることである。
③ 題材の喪失。これは造形的には非常に重要な
ことであるが，従来の題材研究中心の文様史
では問題化されなかった。題材は形を規制す
るが，それが造形の決定的な要因ではない。
形の伝播においては，特に模倣が繰り返され
る間に，表現対象の意味，原初の題材が自覚
されなくなり，単に形のみが写されて連続し
ていくことが多い。中国から日本への龍文様
の展開を例にすれば，題材が龍であることを
知らずに，単にＳ字形やＣ字形の曲線文様と
して写されていった作例は数多く見られる。
こうした文様は，単に形だけみれば幾何学文
に分類されるが，造形の展開としては龍文様
の終末期として位置づけられなければならな
い。
　以上のようなモティーフの系統化作業では，
個々の文様が，①複合文様，②単位文様，③文
様要素，といった文様構造のレヴェルで造形分
析されなければならない。
① 複合文様とは，単位文様が複数組み合わされ
てできる文様単位で，単位文様は同種のもの
の組み合せの場合と，異なる単位文様の組み
合せの場合がある。組み合わされる単位文様
間の余剰空間には文様要素が充填される場合
が多い。
② 単位文様とは，いくつかの文様要素から構成
され，ひとつのまとまった文様単位として，
随所に反復して用いられるものである。文様
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要素に分解できない場合もあるが，その場合
は文様要素よりも複雑な形式をもつ。ある単
位文様にさらにいくつかの文様要素が組み合
わされて，別の単位文様を形成する場合もあ
る。
③ 文様要素とは文様の最小単位で，半Ｃ字形・
Ｃ字形・Ｓ字形・紡錘形・円形・葉形など，
それ以上に分解できない単純な形であり，形
を示す「形式語」で呼ぶべきものである。文
様要素は単位文様を形作る個々の部品として
使用される場合と，単位文様を配置した余剰
空間に充填される場合がある。
　このような視点から碑林碑石25石のモティー
フを系統化すると，①動物系モティーフ３例，
②抽象化系モティーフ（①が抽象化したもの）
４例，③過渡的植物系モティーフ（②が植物系
に変容したもの）２例，④植物系モティーフ16
例，という４種に造形的な系統化ができるよう
である。
　①動物系モティーフの３例（三蔵聖教序碑・
三墳記碑・篆書千字序碑）はいずれも龍を題材
にしたものに限定されるが，それらに共通する
造形的特色は，並行する二本の縦線で装飾空間
を分割する方法である。これらの文様配置や文
様構造については先に述べたので，以下では②
と③の文様構造について略記しておく。
１．抽象化系モティーフ
　題材として動物系とも植物系とも判断できな
いが，龍を題材とした動物系モティーフ文様が
抽象化，幾何学化されたものと推測される。こ
の系統のものが次の植物系文様の展開になんら
かの影響を与えたものと考えられるが，それら
の証明は今後の課題である。碑林碑側文様で
は，皇甫誕碑（627-649），于孝顕碑（640），李
愍碑（649），道因法師碑（658）の４例がある。
　空間分割はいずれも２本の相対波状曲線によ
り紡錘形をつくる規則的なものである。前２者
には上下に獣面があり，後２者には上端にのみ
獣面がある。紡錘形は順に，３箇所，５箇所，
３箇所，６箇所ある。空間分割は動物系モティ
ーフ作例よりも単純明快で，文様の配置構成
も，２本の相対波状曲線がつくる内側の紡錘形
と外側の半紡錘形の２箇所に，それぞれ同じ文
様構造の単位文様ないし複合文様を配置する。
【李愍碑（649）】
　これら４作例の特色は，空間分割や配置構成
ではなく，単位文様の文様構造にあるが，その
基本形が李愍碑である。図５は４作例より，紡
錘形内に左右対称に配置された単位文様の左側
を抽出比較したものである。李愍碑の単位文様
では，波状曲線から分岐して上方より入った曲
線①の先に，Ｃ字形②と③を２段に重ねたもの
がある。この２つのＣ字形は平面的な上下では
なく，前面のＣ字形が背面のＣ字形の上に重な
ってその一部を隠すという奥行きを表現する点
が特色である。さらにＣ字形付け根の背中に小
さな渦巻き (a)を付加するが，これは上述の三
蔵聖教序碑などの動物系モティーフ文様に通じ
るものであろう。
【道因法師碑（658）】
　李愍碑の単位文様が発展したものが道因法師
碑である。これは２つの単位文様が組み合わさ
った複合文様である。一見して複雑なようであ
るが，1つの単位文様は，李愍碑の２段Ｃ字形
単位文様のうち，背面のＣ字形③の上端付け根
から三角形状に④が伸びただけであり，これに
上端の反転部分①から垂れたもう１つの単位文
様⑤が組み合わさって複合文様になったもので
ある。④はＣ字形③の背面にあり，②③④が三
段に重なったものとなる。また李愍碑ではＣ字
形③の上端が広がってＣ字形が明瞭ではなかっ
たが，道因法師碑では②③の２段とも同形のＣ
字形として形式的に整えられている。⑤の単位
文様は三蔵聖教序碑と同様に雲気文系龍文様に
通じるものであろう。
２．過渡的植物系モティーフ
　植物系モティーフの作例は18例あるが，どの
うちの霊化寺大徳智該法師碑（639）と道徳寺
碑（658）の２例は，上記の抽象化モティーフ
文様から植物系モティーフ文様へと造形展開す
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る過渡期の作例と考えてよいのではないかと思
われる。前者には獣面はなく，２本の相対波状
曲線によって紡錘形を８箇所，後者は上下端に
獣面を配し，紡錘形を４箇所つくる。抽象化系
モティーフ作例の空間分割や配置構成と大きな
相違はないが，文様構造には変化が見られる。
【霊化寺大徳智該法師碑（639）】
　図５の智該法師碑では，上方から反転してき
た曲線①に，先端が反転せずに下方に尖って流
れるＣ字形②，その内部にＣ字形の付け根より
分岐反転したＣ字形③が配される。Ｃ字形②は
背中に動物系モティーフ文様と同様の渦巻き
(a)をつけるが，動物系や抽象化系モティーフ
の作例に見るものより大きめにと変化してきて
いる。Ｃ字形③ではこれがさらに大きくなっ
て，Ｃ字形に付加されたものというよりは，主
体的なものに変わり，すでにＣ字形というより
は，全体として掌状になっている。Ｃ字形②の
先端が閉じずに下方に長く伸びるようになった
のは，李愍碑や道因法師碑の両端が反転して閉
じたＣ字形であったことに比べると大きな変化
である。また③の先端部分に三角形状の④がつ
けられているのは，道因法師碑の２段Ｃ字形の
背面Ｃ字形の付け根から伸びていた④の変形と
してよいであろう。Ｃ字形は雲気文，龍文とい
った非現実的な神怪性を強く印象させるが，そ
のＣ字形の変形や喪失に，現実的な植物系モテ
ィーフ文様への造形展開の一端を見ることがで
きよう。
【道徳寺碑（658）】
　図５の道徳寺碑では珍しく下方から上方へと
巻き込んだ曲線①に単位文様が続く。この単位
文様ではすでに明瞭な形でＣ字形は表されない
が，基本構造はやはりＣ字形の巻き込みで，①
より下向きに反転する②，それより上方に反転
する③，②と③の間に挿入された④の３つから
なる。Ｃ字形③の先端には⑤が加えられてい
る。この単位文様では，智該法師碑のようなＣ
字形の痕跡も消えて，太く大きくなった渦巻き
が肉厚の葉状になり，植物的な印象はさらに強
くなっている。道徳寺碑
李愍碑
道因法師碑
霊化寺大徳智該法師碑
図５　抽象化系から植物系モティーフへの造形展開
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　以上のように文様構造を見てくると，単位文
様の構造展開は，李愍碑（649）→道因法師碑
（658）→智該法師碑（639）→道徳寺碑（658）
となるが，その制作年代は639～658年の20年間
で前後する。これは７世紀半ばが抽象化系モテ
ィーフから植物系モティーフ文様への転換期で
あったと理解すべきことを示すものであろう。
　以上の空間分割とモティーフの問題は，今回
の調査において特に気になった点であるが，対
象作例の採拓や本格的な写真撮影はこれからの
作業であり，詳細な考察は，今後の資料収集作
業の進展と共同研究の成果を待って改めておこ
ないたい。
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治「西安碑林博物館と館蔵碑誌装飾文様につい
て」『阪南論集　人文・自然科学編』第42巻第２
号，2007年，を参照されたい。
３）陳忠凱等編『西安碑林博物館蔵碑刻総目提要』，
綫装書局，2006年
４）わが国で最初に西安碑林碑石の装飾文様を取り
上げたのは長広敏雄であるが，植物唐草の展開
を述べるために，①道因法師碑・②隆闡法師碑・
③法蔵禅師塔銘・④大智禅師碑・⑤梁守謙碑・
⑥玄秘塔碑の６作品を問題化しただけであった。
長広敏雄「唐代の唐草文様」『仏教芸術』８号，
毎日新聞社，1950年。この後，今日に至るまで，
他の碑石文様が積極的に紹介されることはなか
った。
５）来村多加史氏よりこの横線は昇仙図に描かれる
舟であり，縦線は引綱に由来するのではないか
という御意見をいただいたが，現在のところ，
こうした縦長の長方形空間に対応するような昇
仙図の作例を見出し得ていないので，今後の課
題とする。
６）植物系モティーフの場合は主軸となる波状曲線
は茎であることが明確なものが多いが，その他
の場合は一概に決め難い。文様名称のモティー
フ語と形式語の区別については，山本謙治「装
飾文様史の課題」（笠井昌昭編『文化史学の挑戦』
所収，思文閣出版，2005年）を参照。
７）長広敏雄『大同石佛藝術論』，高桐書院，1946年，
117-174ページ。
８）〈動因〉とはある文様表現を導き出すきっかけと
なったもの。〈動因〉は一見して判断できる〈題
材〉とは異なる。例えば，波形をした文様があ
る場合，波が〈題材〉だとすれば，その文様は
自然界の〈波〉そのものを直接に文様化したも
のである。波が〈動因〉だとすれば，その文様
は自然界の〈波の形〉が刺激となって創造され
た曲線文様だということになる。両者の形が一
見して類似していたとしても，両者は造形的に
まったく別系統の文様であり，その文様構造も
異なってくる。これを両者ともに波文として題
材分類して系統づけてしまえば，造形史として
は明らかな誤りである。従来の文様史研究は〈題
材〉中心であったため，〈動因〉に基づく分類や
系統化は今後の新たな課題である。
９）膨大な数の作例を対象とする文様史研究の場合，
題材とその系統の分類は第一の課題となる。し
かしこのような作業はあくまで文様研究の前提
作業であって目的ではない。文様は〈形の伝播〉
や〈形の連続と変化〉といった造形的な問題を
考える時に，もっとも有効な材料となる。それ
ぞれの地域・時代・文化圏における造形力・造
形原理の相違を比較検討しようとした時に，あ
らゆる造形領域，地域，時代に存在する文様は，
極めて豊富な資料を提供してくれる。また東西
アジアのような広域で造形性を比較するには，
異なる主題よりも同一の主題の作品を比較した
方が有効である。
（2007年12月13日受付）
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